
Institutional Citation Report

研究パフォーマンス評価のための必携ツール
Institutional Citation Report（ICR）は、トムソン・
ロイターのデータベースに収録された学術雑誌への
掲載論文数や被引用実績をもとに、特定の大学･研
究機関の研究パフォーマンスを詳細に分析するため
の書誌･引用分析データベースです。大学や研究機
関が過去の主要業績を把握し、必要なリソースの確
保と配分を戦略的に行うための必携ツールです。

世界標準のソースデータにより、信頼性の高い分析
を実現
ICRは、トムソン・ロイターのデータベースに収録、
索引付けされた論文レコードの著者アドレスをもと
に、ご要望に応じて特定の研究機関の出版業績を
同定･抽出します。トムソン・ロイター製品に収録さ
れる学術雑誌は、40年以上変わらず運用されてき
た明確な評価基準をもとに、専門スタッフが厳選し
た各分野のコア･ジャーナルです。自然科学･社会科
学･人文科学のコア･ジャーナルを網羅し、そこに掲
載された論文のすべての著書アドレスから、特定の
研究機関を同定してカスタム製作される ICRは、信
頼性の高い客観指標にもとづいた分析を実現します。

完全カスタマイズ製作による研究機関ポートフォリオ
大学や研究機関のリクエストに応じてカスタムに受
注される ICRは、トムソン・ロイターのデータベー
スに収録された出版業績を網羅的に抽出し、研究
機関ポートフォリオとして製作されます。フルカスタ
マイズのため、過去の組織変更の反映、対象とする
年数の指定など、細かい調整が可能です。抽出さ
れたレコードには、詳細な書誌データとともに、単
なる被引用数だけではなく、その時系列変化や、引
用期待値との比較、分野内でのパーセンタイル順位
など、研究のインパクトを公平かつ客観的に分析す
るための相対指標が付与されます。

計量書誌学の標準分析手法を、誰でも手軽に実行
ICRのインターフェースは、計量書誌学の専門家が
用いる標準的な手法がマウスのクリックだけで実行
できるよう工夫されています。トムソン・ロイター
の分析専門チームが長年積み上げた経験と知識を集
約したインターフェースにより、誰でも手軽に信頼性
の高い分析結果を得ることができます。
ICRには、多様な指標を各論文や研究者ごと、ある
いは機関全体として分析するためのさまざまなメ
ニューが用意されています。汎用的なリレーショナ
ルデータベース構造を持つ ICRは、より高度で詳細
な分析を求めるユーザーにも最適です。ICRに含ま
れる書誌情報は、機関リポジトリや研究評価データ
ベースなど、機関独自のリソースに役立てることも
可能です。 1

1. ICRのデータを別のリソースに転用するためには、別途契約が必要
となります。
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用意されたメニューから項目を選択、手軽に分析を実行

各論文に付与された多彩な引用指標をもとに、公平で客観的な分析

レコード詳細画面から、論文の概要と主要著者を確認
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条件を指定して、特定のレ

コードを検索

サブセットを作成して、さら

に詳細を分析

各論文の全著者、全所属機

関の表示が可能

著者抄録やキーワードの表

示が可能

Cites: 総被引用数

Cites2: 引 用 論 文（Citing 
Papers）の被引用数合計

Expected Citation Rate: 同
じ雑誌に同年中に掲載され
た、同じ論文タイプの平均被
引用数（引用期待値）

ratio: Cites（総被引用数）の
Expected（引用期待値）に対
する比率

field: 論文が掲載された
ジャーナルの分野

Percentile(%): 総被引用数
でみた、同年の分野内での
百分位（トップからのパーセ
ンタイル）
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